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論文内容の要旨

本論文は、陽イオン性界面活性剤の高機能化・環境適合化に関する研究をまとめたものであり、緒論、本論 3 章、

結論からなっている。

緒論では、本研究の目的と意義およびその背景について述べ、特に Gemini 型界面活性剤の構造と物性との相関に

関するこれまでの報告例及び陽イオン性界面活性剤の問題点を述べ、さらに、本研究の概略についても示している。

第 1 章では、エピクロロヒドリンを連結基導入試薬に用い、疎水基に化学分解性のあるオキシカルボニル基を導入

したビス型エステルアンモニウム塩を合成し、分子構造、即ち、疎水部の大きさ及びオキシカルボニル基の位置の変

化と界面物性との相関関係について検討した結果、オキシカルボニル基が親水部に近い構造をとる化合物が、臨界ミ

セル濃度、表面張力低下能並びに泡特性のいずれにおいても優れていることを見出している。また、構造により若干

の差はあるものの、いずれの化合物も優れた生分解性を示すことを見出している。

第 2 章では、連結基導入試薬として高い反応性のアリル性及びプロパルギル性二塩化物を用いることにより、温和

な条件下、 1 段階という簡便な操作でビス型アルキルアンモニウム塩を簡便かつほぼ定量的に合成し、連結基の種類

及びアルキル鎖長と界面物性との関係を検討した結果、いずれの連結基の場合も対応するー鎖ー親水基型アンモニウ

ム塩に比べて臨界ミセル濃度減少の度合いが大きいことを明らかにしている。さらに、こうじかびの Aspergillus 及

び酵母様真菌の Candida albicans に対して、市販殺菌剤に匹敵する強い静菌効果を示す化合物を見出している。

第 3 章では、反応性の高いアリル性およびプロパルギル性二塩化物を連結基導入試薬として用いることにより、ビ

ス型エステルアンモニウム塩を高収率で合成している o また、連結基の種類、疎水鎖内でオキシカルボニル基が占め

る位置及びアルキル鎖長のそれぞれ異なる化合物について界面物性を調べ、ビス型エステルアンモニウム塩の構造と

界面物性の関係を検討した結果、オキシカルボニル基の位置の変化が、アルキル鎖長と共に、ビス型エステルアンモ

ニウム塩の界面物性に大きく影響することを見出している o また、ビス型エステルアンモニウム塩の生分解性は、オ

キシカルボニル基の位置によって違いはあるものの、いずれも良好であることを見出している。

結論では、以上の結果についての総括を記している。
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論文審査の結果の要旨

本論文は、陽イオン性界面活性剤の高機能化・環境適合化に関するものである。主な成果を要約すると次の通りで

ある。

(1)エピクロロヒドリンを連結基導入試薬に用い、疎水基に化学分解性のあるオキシカルボニル基を導入したビス型

エステルアンモニウム塩を合成することに成功している。また、その疎水部の大きさ及びオキシカルボニル基の

位置の変化と界面物性との相関関係について検討し、オキシカルボニル基が親水部に近い構造をとる化合物が、

臨界ミセル濃度、表面張力低下能並びに泡特性のいずれにおいても優れていることを見出している。また、構造

により若干の差はあるものの、いずれの化合物も優れた生分解性を示すことを見出している。

(2)連結基導入試薬として高い反応性のアリル性及ひ'プロパルギル性二塩化物を用いることにより、温和な条件下、

l 段階という簡便な操作でビス型アルキルアンモニウム塩を簡便かつほぼ定量的に合成しているo また、連結基

の種類及びアルキル鎖長と界面物性との関係を検討し、いずれの連結基の場合も対応するー鎖ー親水基型アンモ

ニウム塩に比べて臨界ミセル濃度減少の度合いが大きいことを明らかにしている。さらに、こうじかぴの

Aspergil1us 及び酵母様真菌の Candida albicans に対して、市販殺菌剤に匹敵する強い静菌効果を示す化合物を見

出しているo

(3)反応性の高いアリル性およびプロパルギル性二塩化物を連結基導入試薬として用いることにより、ビス型エステ

ルアンモニウム塩を高収率で合成している。また、連結基の種類、疎水鎖内でオキシカルボニル基が占める位置

及びアルキル鎖長のそれぞれ異なる化合物について界面物性を調べ、ビス型エステルアンモニウム塩の構造と界

面物性の関係を検討した結果、オキシカルボニル基の位置の変化が、アルキル鎖長と共に、ビス型エステルアン

モニウム塩の界面物性に大きく影響することを見出している。また、ビス型エステルアンモニウム塩の生分解性

は、オキシカルボニル基の位置によって違いはあるものの、いずれも良好であることを見出しているo

以上のように、本論文は環境適合型陽イオン性界面活性剤の開発について述べたものである。これらの成果は、有

機工業化学の分野だけでなく、広く界面化学、さらには環境化学の分野に対しても貢献するところが大きい。よって、

本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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